
JP 2012-143521 A 2012.8.2

10

(57)【要約】
【課題】　従来のパターは、目標方向に合わすのに単に
対象物を設けたりラインを引いたりで多くは感に頼って
いたのである。構えても自分なりのものを信じてやむを
得ず決断実行と言うものであって確信に至るものはなか
ったのである。
【解決手段】　目標方向により確信を以って合わせられ
るよう溝型方向部や突起型方向部を設け正しい見定める
位置を導き出した構成にしたもので、構えて確信と安心
をもたらしたものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パターに方向線に沿う溝右側面・溝左側面・右スキマ・左スキマ・右球面・左球面とで
構成する溝型方向部を設けたパター。
【請求項２】
　パターに方向線に沿う突起型方向右側面・突起型方向左側面・右球面１・左球面１とで
構成するｂ突起型方向部を設けたパター。
【請求項３】
　パターに右用シャフト穴と左用シャフト穴を一緒に設けたパター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ゴルフのパターの進化を図ったパターに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のパターには、方向性対策として２ボールパター等対象印を付けたりラインを引き
方向性としていたいたものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　以上に述べた従来のパターでは、対象物やラインを設け方向性出そうとしましたが、安
定したものが得られなかったのであった。
【０００４】
　本発明は、このような従来の構成が有していた問題を解決しようとするものであり、方
向性を定め易くし安定性を実現させることを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そして、本発明は上記目的を達成するためにパターに方向線に沿う溝右側面・溝左側面
・右スキマ・左スキマ・右球面・左球面とで構成する溝型方向部を設けたものである。
【０００６】
　また、第２の課題解決手段は、パターに方向線に沿う突起型方向右側面・突起型方向左
側面・右球面１・左球面１とで構成する突起型方向部を設けたものである。
　そして、このパターは、これまで左用不足で不自由していた事を解決するために容易に
左用に転用出来るようにもしたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　上述したように本発明のパターは、方向性が正しく見える構える位置をより安定的に得
ることが出来、且つその判別が見易く安心感を与えられてプレー出来るパターを提供出来
るものである。
【０００８】
　また、これまで対応不足であった左用にも容易に転用出来るようにもしたもので不自由
であった事も解決させたものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図１～図９に基づいて説明する。
【００１０】
　図１においての構成と動作を説明する。ボールＡに対してソールする時、パター本体１
を上から見て溝右側面ａと溝左側面ｂとが同じ巾で見えそして右スキマｃと左スキマｄと
が同じ巾で見え且つ右球面ｅと左球面ｆとが同じ巾で見えるようにして、ゴルフボールＡ
の中心部にパター本体１とフェース２の中心部である方向線５の先端を目標方向に合わせ
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てソールしスイングするのである。これは、パターを真上から見られた事で目標に対して
真っ直ぐに構えられた事なのであり、後はパターフェース２の面が目標方向に対して直角
にスイング中どれだけ出来るかで、これまでより確かな目標方向設定と安心スイングが得
られる効果があるのである。
【００１１】
　また、図４においての構成と動作を説明する。ボールＡに対してソールする時、パター
本体１を上から見て突起型方向右側面ｇと突起型方向左側面ｈとが同じ巾で見え且つ右球
面１ｉと左球面１ｊとが同じ巾で見えるようにして、ゴルフボールＡの中心部にパター本
体１とフェース２中心部である突起型方向線８の先端を目標方向に合わせてソールしスイ
ングするのである。これは、パターを真上から見られた事で目標に対して真っ直ぐに構え
られた事なのであり、後はパターフェース２の面が目標方向に対して直角にスイング中ど
れだけ出来るかで、これまでより確かな目標方向設定と安心スイングが得られる効果があ
るのである。
【００１２】
　また本発明は、これまでのパターでは右用と左用が別々に作られていて左用は全種揃っ
ていなく不自由や差別感を与えていた事を解決したのである。
【００１３】
　そして、図６は図１の応用例で、図８は図４の応用例である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】　本発明の第１の実施形態を示すパターの平面図
【図２】　同パターのフェース側図
【図３】　同パターの側面図
【図４】　本発明の第２の実施形態を示すパターの平面図
【図５】　同パターのフェース側図
【図６】　本発明の第１の実施形態の応用例平面図
【図７】　同パターのフェース側図
【図８】　本発明の第２の実施形態の応用例平面図
【図９】　同パターのフェース側図
【符号の説明】
【００１５】
　１　パター本体　　　　　　　　　　　ａ　溝右側面
　２　フェース　　　　　　　　　　　　ｂ　溝左側面
　３　右用シャフト　　　　　　　　　　ｃ　右スキマ
　４　左用シャフト　　　　　　　　　　ｄ　左スキマ
　５　方向線　　　　　　　　　　　　　ｅ　右球面
　６　溝型方向部　　　　　　　　　　　ｆ　左球面
　７　突起型方向部　　　　　　　　　　ｇ　突起型方向右側面
　８　突起型方向線　　　　　　　　　　ｈ　突起型方向左側面
　９　溝型方向部１　　　　　　　　　　ｉ　突起型右球面
１０　方向線１　　　　　　　　　　　　ｊ　突起型左球面
１１　突起型方向部１　　　　　　　　　ｋ　溝右側面１
１２　突起型方向１　　　　　　　　　　Ｉ　溝左側面１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ　右スキマ１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ　左スキマ１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ　右球面１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ　左球面１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｑ　突起型方向右側面１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　突起型方向左側面１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓ　突起型右球面１
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔ　突起型左球面１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ　ゴルフボール

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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